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６月定例議会概要

議会だよりしらたか　第95号2

●
定
例
議
会
は
、
６
月
12
日
か
ら
18
日
ま
で
の
７
日
間
の

　
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
　
最
初
に
、
平
成
元
年
８
月
26
日
、
「
鷹
」
の
字
が
付

　
く
５
市
町
が
相
互
に
交
流
・
親
善
を
行
い
活
性
化
に
役

　
立
て
よ
う
と
発
足
し
た
ホ
ー
ク
ス
サ
ミ
ッ
ト
が
、
市
町

　
村
合
併
で
３
市
町
と
な
り
平
成
19
年
３
月
を
も
っ
て
発

　
展
的
に
解
散
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

●
本
会
議
に
提
出
さ
れ
た
主
な
議
案
は
、

　
①
　白
鷹
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
な

　
　 

ど
条
例
４
件
、

　
②
　19
年
度
各
会
計
補
正
予
算
で
す
が
、

　
審
議
の
結
果
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

●
道
路
整
備
の
請
願
１
件
は
、
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

●
一
般
質
問
は
、
３
名
の
議
員
が
当
面
す
る
町
の
問
題
点

　
や
課
題
を
た
だ
し
ま
し
た
。

●
任
期
満
了
の
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
同
意
、
推
薦
案

　
件
は
、
全
会
一
致
で
同
意
、
推
薦
し
ま
し
た
。

議
論
が
白
熱

　
十
分
な
説
明
責
任
を
果
た
せ

■
町
民
の
理
解
を
得
る
に
は
、
わ
か
り
や
す
い
説
明
が
大
事



６月定例議会日程

６月６日㈬ 議会広報特別委員会

６月12日㈫ 本会議、一般質問

６月５日㈫ 議会運営委員会

月　　日 会　　　議

６月13日㈬ 総務厚生常任委員会

６月14日㈭ 産建文教常任委員会

６月18日㈪
議会運営委員会
本会議
議会広報特別委員会

新体制の議員・執行部

議会だよりしらたか　第95号 3

我が町の確かな我が町の確かな
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

　
総
務
、
厚
生
に
関
す
る
事
務
の
調
査
や
請
願

　
・
陳
情
な
ど
の
審
査
を
担
当

所
管
　
総
務
政
策
課
　
町
民
税
務
課
　

　
　
　
健
康
福
祉
課
　
町
立
病
院
な
ど

◎
　
遠
藤
幸
一

◯
　
佐
藤
誠
七

　
　
五
十
嵐
政
司
　
菅
　
祐
二
　
船
山
　
仁

　
　
加
藤
秀
人
　
　
関
千
鶴
子

産
建
文
教
常
任
委
員
会

　
産
業
、
建
設
及
び
、
文
教
に
関
す
る
事
務
の

　
調
査
や
請
願
・
陳
情
な
ど
の
審
査
を
担
当

所
管
　
産
業
振
興
課
　
建
設
水
道
課

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　
農
業
委
員
会

　
　
　
教
育
委
員
会

◎
　
今
野
正
明

◯
　
守
谷
丹
吾

　
　
本
木
勝
利
　
岡
田
　
明
　
青
木
彰
榮

　
　
大
滝
　
賢
　
菅
原
隆
男

議
会
運
営
委
員
会

　
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
や
議
長
の
諮
問

　
に
関
す
る
事
項
な
ど
を
担
当

◎
　
岡
田
　
明

◯
　
遠
藤
幸
一

　
　
本
木
勝
利
　
五
十
嵐
政
司

　
　
青
木
彰
榮
　
今
野
正
明

監
査
委
員
（
議
会
選
出
）

　
　
加
藤
秀
人

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
定
例
議
会
後
に
、
議
員
の
自
主
編
集
で
「
議

　
会
だ
よ
り
　
し
ら
た
か
」
を
年
４
回
発
行

◎
　
大
滝
　
賢

◯
　
関
千
鶴
子

　
　
佐
藤
誠
七
　
守
谷
丹
吾
　
菅
原
隆
男

鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
事
業
調
査
特
別
委
員
会

◎
　
五
十
嵐
政
司
　
　
　

◯
　
大
滝
　
賢

　
　
議
長
を
除
く
全
議
員

一
部
事
務
組
合
議
会
の
議
員

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

　
議
員
　
船
山
　
仁
　
五
十
嵐
政
司

　
　
　
　
菅
　
祐
二

西
置
賜
行
政
組
合
議
会

　
議
員
　
大
滝
　
賢
　
佐
藤
誠
七
　
守
谷
丹
吾

　
５
月
１
日
、
議
員
定
数
が
４
名
減
に
な
っ
て
の
選
挙
で
当
選
し
た
14
名
の
議
員
が
出
席
し
て
、

初
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
議
長
や
副
議
長
の
選
挙
と
、
２
つ
の
常
任
委
員
や
一
部
事
務
組
合
議
会

議
員
の
選
任
が
行
わ
れ
、
新
し
い
議
会
の
体
制
を
決
め
ま
し
た
。

　
選
挙
の
結
果
、
議
長
に
船
山
仁
議
員
、
副
議
長
に
青
木
彰
榮
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の

構
成
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
◎
は
委
員
長
、
◯
は
副
委
員
長
）

町
民
の
負
託
に
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

町
民
の
負
託
に
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

臨
時
議
会
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平
成
19
年
度
　
補
正
予
算

質 疑

1,769万円を追加補正1,769万円を追加補正

※
債
務
負
担
行
為
の
内
容
は

議
員
　
よ
つ
ば
保
育
園
管
理
運

営
業
務
の
債
務
負
担
行
為
の
内

容
を
伺
い
ま
す
。

当
局
　
指
定
管
理
者
の
委
託
期

間
は
平
成
21
年
か
ら
25
年
ま

で
の
５
年
間
で
す
。
限
度
額
は

国
の
基
準
に
よ
り
保
育
単
価
に

入
所
児
童
数
を
乗
じ
た
額
に
な

り
ま
す
。
児
童
数
は
流
動
的
で

す
が
、
１
年
目
は
７
１
０
０
万

円
、
５
年
間
で
３
億
６
８
０
０

万
円
を
見
込
み
ま
す
。

住
民
と
の
関
係
は

議
員
　
よ
つ
ば
保
育
園
の
候
補

事
業
者
の
選
定
と
、
選
定
後
の

運
営
を
伺
い
ま
す
。

当
局
　
審
査
の
方
式
は
書
類
審

査
と
公
開
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
で
す
。

　
運
営
は
、
住
民
、
保
護
者
、

園
が
一
体
と
な
っ
て
運
営
委
員

会
を
立
ち
上
げ
て
い
き
ま
す
。

 

※
債
務
負
担
行
為

 

　
単
年
度
で
歳
出
予
算
を
計
上
で

 

き
な
い
場
合
に
、
事
項
、
期
間
、

 

限
度
額
を
明
示
し
て
予
算
を
定
め

 

議
決
を
得
て
町
が
将
来
に
わ
た
っ

 

て
支
出
義
務
を
負
う
こ
と
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、

　
・
地
籍
調
査
費
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
４
４
万
円

　
・
ヤ
ナ
公
園
環
境
保
全
対
策
事
業
に
　
　
７
３
０
万
円

　
・
し
ら
た
か
的
音
楽
映
画
塾
開
催
事
業
に
　
５
０
万
円

　
　
な
ど
で
す
。

●
財
源
は
、
県
支
出
金
、
繰
越
金
な
ど
で
対
応
し
ま
す
。

地籍調査
などに

一般
会計

補
正
の
主
な
も
の�

平成19年度補正予算総括表

一
律
に
日
額
１
０
０
円
減

　
国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行

経
費
の
基
準
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
よ
り
、
白
鷹
町
特
別
職

の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
、
投
票
管
理
者
な
ど
選
挙
事

務
従
事
者
の
報
酬
を
改
正
し
ま

す
。

「
障
害
」
の
表
記
が
「
障

が
い
」
に

　
山
形
県
医
療
給
付
事
業
補
助

金
交
付
規
定
の
改
正
に
よ
り
、

重
度
心
身
障
害(

児)

者
医
療
給

付
事
業
の
①
「
障
害
」
を
「
障

が
い
」
に
。
②
所
得
制
限
の
緩

和
な
ど
の
関
係
す
る
条
文
を
整

備
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
の
課
税
免
除

の
要
件
を
改
正

　
租
税
特
別
措
置
法
の
改
正
に

よ
り
、
適
応
設
備
の
規
模
要
件

が
引
き
下
げ
ら
れ
た
た
め
に
、

減
収
補
て
ん
制
度
の
対
象
と
な

る
設
備
の
規
模
要
件
に
整
備
し

ま
す
。

個
別
排
水
処
理
施
設
整
備

事
業
の
区
域
を
拡
大

　
「
高玉
・
安
海
檀
」を
追
加
し

ま
す
。

一流人が勢ぞろい (しらたか的音楽映画塾)

条　例

17億9,346万円

71億 504万円

補正後の額

33万円

1,769万円

老人保健
会計
特別

一般会計

補正額会計項目

4

総額71億504万円となる総額71億504万円となる

あ
ん
か
い
だ
ん



町長　町民の皆様にわかりやすく理解される説明をしていく

財政展望など町民の不安の無いように説明責任を果たせ

今
野
正
明 

議
員

一般質問一般質問一般質問

■
町
民
へ
の
説
明
の
姿
勢

　
が
大
事

今
野
　
厳
し
い
地
方
行
財
政
時

代
で
す
。
町
民
の
不
安
な
ど
を

解
消
す
る
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
、
と

り
わ
け
財
政
計
画
の
今
後
の
見

通
し
を
、
町
民
に
わ
か
り
や
す

く
、
誤
解
な
く
、
納
得
の
い
く

説
明
を
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が

い
か
が
で
す
か
。

町
長
　
予
算
や
決
算
の
状
況
、

町
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
、
財
政

状
況
な
ど
の
一
覧
表
を
、
そ
の

都
度
、
町
報
で
情
報
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

■
公
債
費
の
要
因
は

今
野
　�

現
在
あ
る
累
積
債
務

の
主
な
要
因
、
中
身
は
何
で
す

か
。
そ
の
債
務
残
高
は
今
後
ど

う
な
り
ま
す
か
。
ま
た
、
鮎
貝

ま
ち
づ
く
り
事
業
に
よ
る
影
響

は
ど
う
で
す
か
。

町
長
　
公
債
費
（
借
金
返
済
）

の
要
因
は
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
を
は
じ
め
と
し
て
、
鷹
山
小

学
校
や
東
中
の
大
規
模
改
修
、

ス
キ
ー
場
、
ス
カ
イ
パ
ー
ク
、

特
養
ホ
ー
ム
増
床
な
ど
で
す
。

公
債
費
残
高
は
18
年
度
末
の
一

般
会
計
で
約
１
０
４
億
円
で
す

が
、
５
年
後
に
は
74
億
円
程
度

ま
で
減
少
し
ま
す
。

　
な
お
、
特
別
会
計
、
企
業
会

計
な
ど
の
他
会
計
の
借
金
残
高

は
、
83
億
円
程
で
す
が
、
こ
れ

も
５
年
後
に
は
、
74
億
円
と
な

り
、
全
体
で
21
％
強
の
減
少
と

な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
鮎
貝
ま
ち
づ
く
り

事
業
も
見
込
ん
で
の
額
で
す
。

　
公
債
費
残
高
は
、
過
疎
債
な

ど
有
利
な
財
源
を
活
用
し
て
お

り
、
国
か
ら
交
付
税
と
し
て
約

60
％
措
置
さ
れ
ま
す
の
で
、
40

％
が
町
の
返
済
の
必
要
額
で
す
。

■
公
平
、
公
正
な
ま
ち
づ
く
り

　
を
ど
う
と
ら
え
る

今
野
　
借
金
を
減
ら
し
て
行
く

と
の
こ
と
で
す
が
、
生
活
に
欠

か
せ
な
い
社
会
資
本
整
備
は
、

ち
ゃ
ん
と
で
き
ま
す
か
。
ま
た
、

下
水
道
や
公
共
交
通
な
ど
は
、

地
域
間
で
負
担
の
格
差
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
す
か
。

町
長
　
振
興
実
施
計
画
に
基
づ

き
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　
公
正
・
公
平
は
行
政
の
推
進

の
基
本
で
あ
り
、
今
後
、
下
水

道
の
負
担
割
合
な
ど
、
公
平
と

な
る
よ
う
具
体
的
に
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

■
町
民
の
声
を
聞
く
機
会

　
を
設
け
よ

今
野
　
町
報
で
の
説
明
で
十
分

で
し
ょ
う
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
も
町
民
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
の

人
が
見
て
い
る
か
。
地
域
へ
出

向
く
な
ど
、
町
民
に
配
慮
し
た

説
明
を
す
べ
き
で
す
。

　
町
民
へ
の
説
明
責
任
の
一
環

と
し
て
、
移
動
町
長
室
を
地
域

ご
と
に
、
管
理
職
と
と
も
に
出

向
い
て
実
施
し
て
は
ど
う
で
す

か
。

町
長
　
移
動
町
長
室
は
、
町
民

の
要
望
に
応
じ
て
開
催
す
る
だ

け
で
な
く
、
行
政
の
方
で
主
体

的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
町
民
の
ご
意
見
は
非
常
に
大

事
な
の
で
、
今
後
は
実
施
の
あ

り
方
を
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

まちづくり座談会
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選
挙
管
理
委
員
長
　
不
信
の
抱
か
れ
な
い
選
挙
事
務
を
実
施

選
挙
は
公
平
、
公
正
が
大
原
則

本木勝利 議員

■
投
票
箱
の
施
錠
不
備

本
木
　
４
月
に
行
わ
れ
た
町
議

選
の
開
票
作
業
時
、
投
票
箱
の

一
つ
に
施
錠
の
不
備
が
あ
っ
た

と
聞
く
が
ど
う
で
す
か
。

選
挙
管
理
委
員
長
　
４
月
22
日

に
行
わ
れ
た
町
議
選
の
投
票
事

務
は
、
投
票
管
理
者
と
立
会
人
、

開
票
事
務
は
開
票
管
理
者
と
立

会
人
の
協
力
を
得
て
、
お
お
む

ね
円
滑
に
執
行
さ
れ
た
と
総
括

し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
開
票
前
の
点

検
で
、
立
会
人
か
ら
「
投
票
箱

の
一
つ
に
、
外
鍵
（
南
京
錠
）

の
錠
棒
が
き
ち
っ
と
入
っ
て
い

な
い
」
と
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
開
票
管
理
者
と
し
て
、
そ

の
事
実
を
確
認
し
ま
し
た
。

■
指
摘
後
の
対
応

本
木
　
本
来
、
選
挙
の
公
平
、

公
正
の
大
原
則
か
ら
い
え
ば
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

　
不
備
の
原
因
に
つ
い
て
な
ぜ

そ
う
な
っ
た
か
を
調
査
し
、
立

会
人
の
方
々
に
説
明
を
し
て
進

め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
ど
う

で
す
か
。

選
挙
管
理
委
員
長
　
不
正
は
な

か
っ
た
と
し
て
進
め
ま
し
た
が
、

指
摘
後
の
対
応
と
し
て
適
正
で

あ
っ
た
か
を
判
断
す
る
と
、
配

慮
に
欠
け
る
事
務
処
理
で
あ
っ

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

書
記
長
　
指
摘
後
の
対
応
と
し

て
必
要
だ
っ
た
こ
と
は
、
立
会

人
に
状
況
を
詳
し
く
説
明
し
、

不
正
が
な
か
っ
た
い
う
開
票
管

理
者
の
意
思
の
伝
達
が
あ
る
べ

き
だ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
再
発
防
止
へ
向
け
て

本
木
　
選
挙
管
理
委
員
会
と
し

て
再
発
防
止
の
対
策
を
ど
う
し

ま
す
か
。

書
記
長
　
開
票
の
事
務
従
事
者

の
方
々
に
前
日
説
明
し
ま
す
が
、

当
日
も
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

投
票
箱
の
送
致
や
開
票
前
な
ど

に
、
そ
の
都
度
の
チ
ェ
ッ
ク
も

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

■
町
長
と
し
て
の
所
見

本
木
　
選
挙
事
務
に
多
く
の
職

員
が
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
今

ま
で
の
問
答
を
聞
い
て
、
町
長

は
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
ち
ま

し
た
か
。

町
長
　
選
挙
事
務
に
は
、
多
数

の
職
員
が
一
致
協
力
し
な
が
ら

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
誤
り

の
無
い
よ
う
に
的
確
、
適
正
に

執
行
を
す
る
よ
う
に
お
願
い
を

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
さ
ら
な
る
緊
張
感
が
必
要

本
木
　
こ
れ
か
ら
は
、
さ
ら
に

緊
張
感
を
持
っ
て
選
挙
事
務
を

行
う
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
選
挙
管
理
委
員
長
の
考
え

を
お
聞
き
し
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
長
　
こ
の
度
は

配
慮
に
欠
け
た
も
の
が
あ
り
、

ご
指
摘
の
と
お
り
と
考
え
て
い

ま
す
。

今
後
は
不
信
の
抱
か
れ
る
こ
と

の
無
い
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

議会だよりしらたか　第95号
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町長　耐震補強が必要な学校は改修工事に努める

活力ある元気なまちづくりについての現状と課題

佐
藤
誠
七 

議
員

一般質問一般質問一般質問

ボランティアによる河川清掃

議会だよりしらたか　第95号 7

■
道
路
補
修
を
早
急
に

　
行
う
べ
き

佐
藤
　
下
水
道
工
事
な
ど
が
行

わ
れ
た
後
の
町
道
の
損
傷
が
多

く
見
受
け
ら
れ
、
各
地
区
よ
り

整
備
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
整
備

を
す
す
め
て
い
く
の
か
伺
い
ま

す
。

町
長
　
町
道
整
備
の
要
望
は
、

町
民
の
方
々
か
ら
数
多
く
寄
せ

ら
れ
、
維
持
補
修
の
必
要
性
は

十
分
わ
か
っ
て
い
る
の
で
危
険

度
、
優
先
度
を
決
め
な
が
ら
、

必
要
性
を
精
査
し
、
予
算
の
対

応
を
し
て
い
き
ま
す
。

■
小
中
学
校
の
耐
震
診
断

　
の
結
果
は

佐
藤
　
小
中
学
校
の
耐
震
診
断

調
査
が
昨
年
度
に
行
わ
れ
た
が
、

結
果
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
伺
い
ま
す
。

町
長
　
昭
和
58
年
以
前
に
建
設

さ
れ
た
蚕
桑
、
東
根
、
西
、
東

の
小
中
学
校
４
校
を
、
一
番
精

度
の
高
い
診
断
を
行
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
震
度
５
程
度
ま
で

は
、
倒
壊
の
恐
れ
は
な
い
。
し

か
し
、
調
査
し
た
全
て
の
体
育

館
と
西
、
東
中
の
校
舎
は
何
ら

か
の
耐
震
補
強
が
必
要
で
あ
る

の
で
、
改
修
工
事
の
実
施
に
向

け
て
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
　

　
一
般
向
け
分
譲
の
見
通
し
は

佐
藤
　
鮎
貝
土
地
区
画
整
理
事

業
地
内
の
組
合
保
留
地
の
一
般

向
け
分
譲
の
見
通
し
は
ど
う
か

伺
い
ま
す
。

町
長
　
保
留
地
の
販
売
は
、
平

成
16
年
10
月
か
ら
開
始
し
、

イ
ベ
ン
ト
や
Ｐ
Ｒ
を
行
い
販
売

促
進
を
行
っ
て
き
た
が
、
一
般

保
留
地
の
販
売
は
69
区
画
中
８

区
画
と
厳
し
い
状
態
で
す
。
今

後
は
、
新
駅
、
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
、
子
育
て
支
援
住
宅
や
道

路
整
備
が
進
む
た
め
、
組
合
と

連
携
し
て
販
売
促
進
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

■
魚
道
を
造
り

　
魚
を
取
り
戻
せ

佐
藤
　
町
内
の
河
川
に
は
、
氾

濫
防
止
の
た
め
落
差
工
が
設
置

さ
れ
、
魚
が
遡
上
で
き
な
い
箇

所
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
環
境
、

親
水
や
自
然
回
帰
が
叫
ば
れ
て

い
る
今
日
、
町
が
中
心
と
な
り
、

魚
道
設
置
を
行
う
べ
き
と
思
う

が
い
か
が
で
す
か
。

町
長
　
魚
道
の
設
置
は
、
河
川

域
の
町
民
の
方
か
ら
も
要
望
が

出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
県
当
局

に
対
し
、
河
川
に
魚
が
戻
る
な

ど
の
自
然
回
帰
に
向
け
た
要
望

を
行
い
ま
す
。 そ



よつば保育園の指定管理候補者を8月下旬に選定総務厚生
　
６
月
13
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、
所
管
事

務
調
査
を
し
ま
し
た
。

　
土
地
開
発
公
社
は
、
長
期
保
有
土
地
の
処

分
が
進
み
経
営
状
態
が
良
い
と
の
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

　
ケ
イ
エ
ス
し
ら
た
か
は
、
24
名
の
職
員
を

病
院
、
町
へ
派
遣
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
平
成
21
年

度
ま
で
職
員
を
採
用
し
な
い
方
針
か
ら
、
平

成
20
年
度
か
ら
若
干
名
の
新
規
採
用
を
行

い
た
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
な

ぜ
職
員
の
採
用
が
必
要
な
の
か
、
町
民
に
わ

か
り
や
す
い
数
字
を
入
れ
た
資
料
の
提
出
を

求
め
ま
し
た
。

　
中
山
小
学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

12
月
ま
で
方
向
性
を
決
定
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
よ
つ
ば
保
育
園
の
民
営
化
に
つ
い
て
は
、

指
定
管
理
者
制
度
を
活
用
し
、
８
月
下
旬
に

候
補
事
業
者
を
選
定
し
た
い
と
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　
法
務
局
長
井
支
局
が
米
沢
支
局
へ
統
合
さ

れ
る
計
画
が
示
さ
れ
た
の
で
、
長
井
支
局
の

存
続
を
関
係
機
関
へ
要
望
し
て
い
る
状
況
と
、

長
井
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
町
内
に

設
置
が
計
画
さ
れ
て
い
る
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

圧
縮
梱
包
施
設
に
つ
い
て
の
取
組
状
況
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

レポートレポートレポート
常任委員会
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■
実
施
計
画
の
変
更

　
６
月
12
日
、
定
例
会
終
了

後
新
委
員
に
な
っ
て
初
め
て
の

特
別
委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
（
仮
称
）白
鷹
町
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ル
の
柱
４
本
を

減
ら
す
こ
と
で
室
内
外
の
利
用

方
法
が
増
し
３
３
０
名
の
収
容

が
可
能
に
な
り
、
天
井
に
丸
み

を
つ
け
る
こ
と
で
音
響
効
果
が

良
く
な
る
た
め
に
実
施
設
計
を

変
更
し
ま
す
。
そ
の
こ
と
で
建

設
費
が
２
４
８
５
万
円
増
加
す

る
た
め
に
、
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
の
範
囲
内
で
債
務
負
担
行
為

の
補
正
を
行
う
と
の
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

整備がすすむ文化交流センター付近

業調査特別委員会

今日も楽しく元気良く



　
６
月
14
日
に
本
委
員
会
を
開
催
し
、
請
願

審
査
１
件
と
所
管
事
務
調
査
を
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
町
道
田
尻
中
町
線
整
備
の
請
願

で
現
地
調
査
を
行
い
、
通
学
路
と
し
て
整
備

が
必
要
と
全
会
一
致
で
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
産
業
振
興
課
か
ら
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
財
団

の
平
成
18
年
度
の
事
業
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　
平
成
20
年
度
か
ら
は
、
一
般
会
計
と
特
別

会
計
そ
れ
に
外
郭
団
体
会
計
（
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
財
団
含
）
と
の
連
結
決
算
に
な
る
こ
と
か

ら
、
報
告
事
項
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
詳
し
い

調
査
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
４
月
29
日
付
け
で
副
町
長
が
、
理

事
長
に
就
任
し
た
こ
と
は
「
民
間
で
出
来
る

も
の
は
民
間
で
」
と
進
め
て
い
る
な
か
、
逆

行
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ヤ
ナ
公
園
整
備
で
、
今
ま
で
使
用
し
た
ト

イ
レ
や
浄
化
槽
の
撤
去
、
樹
木
の
伐
採
処
分

に
７
０
０
万
円
ほ
ど
必
要
で
あ
る
こ
と
。

　
ま
た
、
道
の
駅
指
定
後
４
月
と
５
月
は
20

〜
40
％
売
り
上
げ
が
伸
び
た
と
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
　

　
タ
ナ
カ
種
畜
牧
場
に
お
け
る
畜
産
環
境
の

状
況
は
、
４
月
か
ら
臭
気
を
加
温
機
内
（
フ

ァ
イ
ヤ
ー
サ
イ
ク
ロ
ン
）
で
熱
処
理
し
、
無

害
化
に
し
て
か
ら
放
出
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
が
、
今
後
も
監
視
を
的
確
に
行
う
必
要
が

あ
る
と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
か
ら
、
小
中
学
校
の
耐
震
診

断
や
町
民
プ
ー
ル
の
整
備
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
白
鷹
町
生
涯
学
習

振
興
計
画
を
受
け
、
東
中
と
町
民
プ
ー
ル
を

統
合
し
、
東
中
付
近
の
候
補
地
４
箇
所
を
検

討
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
現
在
の
東
中
プ
ー
ル
を
取
り

壊
し
て
整
備
し
、
平
成
21
年
５
月
か
ら
利

用
し
た
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
建
設
水
道
課
か
ら
、浄
化
槽
設
置
事
業（
個

人
設
置
型
）
の
工
事
費
と
個
別
排
水
処
理
事

業
の
受
益
者
負
担
金
に
大
差
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
価
格
是
正
に
向
け
て
、
９
月
議
会
ま
で

具
体
策
を
示
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町民プールと東中プールを統合し東中プール跡地に

現地調査 (町道田尻中町線)
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産建文教

特別委員会
■
開
館
後
は
民
営
に
移
行

　
管
理
運
営
基
本
計
画
（
素
案
）

の
説
明
の
な
か
で
、
オ
ー
プ
ン

当
初
は
町
の
責
任
で
町
民
参
加

の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
い
、
事

業
運
営
に
職
員
を
数
名
派
遣
し

な
が
ら
、
開
館
後
２
〜
３
年
後

を
目
途
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
を
含
め

た
民
営
に
移
行
し
て
い
き
た
い

と
し
て
い
ま
す
。

　
委
員
か
ら
は
、

①
施
設
の
管
理
運
営
費
の
削
減

に
努
め
て
ほ
し
い
。

②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
立
ち
上
げ
を
急
ぐ

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

③
貸
館
の
利
用
料
金
な
ど
を
含

め
て
基
準
を
明
確
に
し
て
ほ
し

い
。

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
工
事
発
注
は
、
専
門
性
が
求

め
ら
れ
る
工
事
と
な
る
の
で
、

町
内
事
業
者
と
町
外
事
業
者
の

Ｊ
Ｖ
方
式
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

鮎貝まちづくり事
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経
営
は
う
ま
く
い
っ
て
い
る
の
か

平
成
18
年
度
事
業

◇ 
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

　
商
工
会
、
財
団
独
自
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

・
受
講
者
総
数
　
86
名

・
延
べ
日
数
　
29
日

◇
20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催

　
パ
レ
ス
松
風
創
業
20
周
年
を
記
念
し
、
９
月
を
特
別
感
謝

月
間
と
位
置
づ
け
、
宿
泊
・
日
帰
り
な
ど
で
特
別
企
画
を
行

い
ま
し
た
。

◇
パ
レ
ス
松
風
の
年
間
宿
泊
者
数

　
１
万
１
４
７
３
名
で
前
年
度
よ
り
37
名
の
減
少
と
な
り
、

売
上
総
額
３
７
５
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
決
算

◇
公
益
事
業

　
営
業
収
入
５
９
６
７
万
円
、
営
業
費
用
６
３
９
２
万
円
と

な
り
基
本
財
産
利
息
と
雑
収
入
41
万
円
を
加
え
、
差
引
き
３

８
３
万
円
の
欠
損
と
な
り
ま
し
た
。

◇ 

収
益
事
業

　
営
業
収
入
３
億
２
４
３
１
万
円
、
営
業
費
用
３
億
２
４
０

６
万
円
で
25
万
円
の
増
と
な
っ
た
が
雑
収
入
及
び
支
払
利
息

を
含
め
結
果
的
に
は
32
万
円
の
減
益
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
事
業

◇ 

公
有
地
取
得
事
業

　
平
成
８
年
度
取
得
の
ヤ
ナ
公
園
用
地
８
３
０
１
㎡
、
平
成

９
年
度
取
得
の
蒔
沢
萩
野
線
道
路
用
地
２
９
１
３
㎡
を
町
に

売
却
し
ま
し
た
。

◇
土
地
造
成
事
業

　
白
鷹
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
公
社
所
有
土
地
（
道
水
路
な
ど
）

を
町
に
寄
付
し
ま
し
た
。

◇
受
託
事
業

　
町
有
地
の
所
有
権
移
転
業
務
、
68
筆
面
積
８
９
２
４
㎡
を

行
い
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
決
算

◇
収
　
入

　
ヤ
ナ
公
園
用
地
売
却
収
入
及
び
、
そ
の
他
の
収
入
を
合
計

し
て
６
１
４
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◇ 

支
　
出

　
ヤ
ナ
公
園
・
そ
の
他
の
用
地
売
却
原
価
と
販
売
費
及
び
一

般
管
理
費
の
合
計
５
４
５
０
万
円
と
な
り
、
収
入
、
支
出
差

引
き
６
９
６
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

外郭団体　 

経営報告

白鷹町土地開発公社白鷹町土地開発公社

（財）
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
財
団

（財）
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
財
団

整備された道路 (宝前町)

にぎわうパークゴルフ場



人 事

議会だよりしらたか　第95号 11

請
　
願
　
・
　
人
　
事

●町道田尻中町線の道路整備について
　請願者　東横田尻区長　土屋敬二ほか

請
願

審査の結果はどうなった

採択された請願

小口豊吉 氏（鮎貝)

小形綾子 氏（畔藤)

人権擁護委員候補者

主
に
白
鷹
町
立
病
院
に
従
事
し
て
ま
す

平
成
18
年
度
事
業

◇
業
務
受
注
状
況

　
受
注
先
　
白
鷹
町
立
病
院
　
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
町
民
税
務
課
　
健
康
福
祉
課

◇
役
職
員
数

　
役
員
　
２
名
（
非
常
勤
・
無
給
）

　
職
員
　
24
名

　
・
病
院
医
療
事
務
員
９
名
・
病
院
事
務
補
助
員
２
名

　
・
訪
問
看
護
医
療
事
務
員
１
名
・
技
術
室
等
補
助
員
３
名

　
・
調
理
業
務
員
５
名
・
国
保
医
療
事
務
員
１
名
・
保
育
士
３
名

平
成
18
年
度
決
算

◇
事
業
収
益

　
７
２
８
０
万
円

◇
事
業
費
用

　
７
２
６
８
万
円

（
人
件
費
７
２
６
０
万
円
）

（有）
ケ
イ
エ
ス
し
ら
た
か

（有）
ケ
イ
エ
ス
し
ら
た
か

　前号で紹介した、十王財産区管理委員の

原田富男氏は、「原田富雄」氏の誤りでした。

お詫びして訂正いたします。

町立病院受付



�

　
19
年
４
月
22
日
の
統
一
地
方

選
挙
の
町
議
会
選
挙
で
、
白
鷹

町
議
会
の
体
制
も
新
し
く
な
り

議
会
広
報
委
員
に
５
名
の
議
員

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
町
民
に
親
し
ま

れ
、
わ
か
り
や
す
く
読
み
や
す

い
議
会
報
を
旨
と
し
て
発
行
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
委

員
一
同
、
力
を
合
わ
せ
て
、
白

鷹
町
議
会
報
の
特
徴
と
も
い
え

る
「
議
員
の
自
主
編
集
」
を
踏

襲
し
た
発
行
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
さ
て
、
７
月
29
日
は
参
議
院

選
挙
で
す
。
年
金
、
教
育
問
題

な
ど
国
民
生
活
に
一
日
た
り
と

も
欠
か
せ
な
い
重
大
な
課
題
を

決
す
る
選
挙
で
す
。

　
都
市
と
地
方
の
格
差
、
地
方

の
未
来
は
あ
る
の
か
。
そ
し
て

白
鷹
町
は
？
　 

　 

（
大
滝
）

編編
集
後
記

集
後
記

議会だよりしらたかは再生紙を使い、議員の自主編集で発行しています。 議会だよりしらたか　第95号

議会の様子を見てください議会の様子を見てください議会の様子を見てください
傍聴手続きは簡単、議会事務局（８５－６１３５）へお問い合わせください。

● 議会中継もご覧ください
�お手持ちのパソコンでご覧いただけます
録画でもご覧いただけるようになりました

�HP　http://www.town.shirataka.yamagata.jp/gikai/

● 議会中継もご覧ください
�お手持ちのパソコンでご覧いただけます
録画でもご覧いただけるようになりました

�HP　http://www.town.shirataka.yamagata.jp/gikai/

議会中継

委員長

大滝　　賢
副委員長・編集長

関　千鶴子
委　員

佐藤　誠七
委　員

守谷　丹吾
委　員

菅原　隆男

発行責任者・議長

船山　　仁

印刷・（株）松川屋印刷

広報委員

次の定例議会は　　　　　です9月9月9月

12

議
会
だ
よ
り
し
ら
た
か
　
第
９
５
号
　
平
成
19
年
７
月
20
日
発
行
　 

　
　
　
　
編
集
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
　
〒992-0892

　
山
形
県
西
置
賜
郡
白
鷹
町
荒
砥
甲
８
３
３
番
地

電
話 0238-

85-
6135

　fax 0238-
85-
2128

　
※
フ
ァ
ッ
ク
ス
送
付
の
と
き
は
、議
会
事
務
局
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。E-

mail gikaijimu@so.town.shirataka.yamagata.jp

　HP  http://www.town.shirataka.yamagata.jp/gikai/

「ちょぼらの家」の開設を支援

　介護認定を受けていない人も含め、交流や介
護のお手伝いをする場所として、ボランティア
任意団体「ちょぼらの家」の開設を支援しまし
た。
　安心して暮らせる町づくりに福祉ボランティ
ア活動は大きな力です。これからも介護シルバ
ーボランティア活動などを育成し、支援してい
きます。

今後に研究していく

　施設整備は、民間で良いのか、運営をどうし
ていくのか研究します。

託老所などへの町の基本姿勢は

　白光園の入所希望待機者が１００名ほどいま
す。町民の力を借りた託老所などの整備が望ま
れています。基本的な考え方と支援の方法をし
めしてはいかがですか。

平成15年６月定例議会

町長答弁

どうなった

平成16年５月に、開設された｢ちょぼらの家｣

　定例議会で質問された課題が、
その後どのように町政に反映さ
れたかを検証します。

追跡レポー
ト

追跡レポー
ト

追跡レポー
ト

追跡レポー
ト

―あの質問のゆくえ―
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